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【　戦　　評　】 記載者氏名 曽我　将男

共に優勝経験があり、現在日本リーグ１位の大同特殊鋼と４位の
湧永製薬がベスト４進出を賭けた一戦。
開始直後、湧永５番成田のロングで先制するもお互いデフェンス
が固く立ち上がりは４－２で湧永がリードするも静かな立ち上が
り。中盤以降も大同１２番久保、湧永１番志水を中心にデフェン
スの固い展開が続く。終盤、大同が固いフェンスから速攻で逆転
するも、６番加藤の２回目２分間退場などで流れをつかめない。
終了直前、湧永の速攻から８番小賀野のシュートが決まり前半は
１０－１０で折り返す。
後半は、大同２０番東江（雄）のロングが決まりスタートするも
互いに譲らず一進一退の攻防が続き後半２０分で１９－１９。大
同１２番久保、湧永１番志水の攻守により終盤に入っても一進一
退の攻防は続き、２８分１１秒に大同のコンビプレーから２０番
東江（雄）がポストシュートを決め、２２－２１とする。その直
後２８分３５分に大同８番久保がファールし２分間退場となり、
湧永に７ｍスローが与えられるも、湧永７番東江（太）が７ｍス
ローを失敗。ラスト１０秒で湧永は、タイムアウトとり、最後の
チャンスにかけるも大同のデフェンスに阻まれる。ノータイムス
ローとなり湧永５番成田の放ったシュートはゴールポストを叩き
ゴールならず、２２－２１で大同が激戦を制し、準決勝へ進出を
きめた。
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